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4
女

数
口
0
人
銘

帯
の
20
書
旧

千
四
百
万
円
を
追
加

会
脚
議
幽
市
肇
薗
臨
襲
が
六
月

時
竺
＋
百
開
讐
れ

臨
℃
．
提
出
議
案
の
塾

回
望
な
も
の
は
、

　
　
　
吻
①
高
山
第
五
を
高
田
町

3
“

　
　
　
吻
　
三
丁
目
南
と
す
る
変

第
帽
更
の
件
・

②
四
日
町
新
田
地
区
側
溝
の
改
修
及

　
び
高
校
前
排
水
施
設
、
道
路
整
備

の
讃
韻
の
件
。

③
十
日
町
市
水
道
便
用
条
例
制
定
の

件
。

④
難
三
士
一
年
度
＋
島
事
入

　
才
出
追
加
更
正
予
算
の
件
。

0
昭
和
三
十
二
年
度
十
日
町
市
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
吉
田
診
療
所

　
新
営
費
才
入
才
出
追
加
予
算
の
件

⑥
十
日
町
市
教
育
萎
員
会
委
員
任
命

同
意
の
件
。

⑦
十
日
町
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に

　
よ
る
委
員
の
定
数
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件
。

⑧
十
日
町
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に

　
　
　
　
　
闘
般

　
　
　
　
会
計

本
年
度
市
才
入
才
出

追
加
更
正
予
算
な
ど
、

十
五
件
を
審
議
す
る
第

災
害
土
木
費
中
心
に

　
よ
る
委
員
の
選
挙
匿
設
置
及
び
選

　
挙
区
の
委
員
定
数
条
例
制
定
の
件

⑨
十
日
町
市
農
業
委
員
会
の
農
地
部

　
会
の
委
員
の
定
数
条
例
制
定
の
件

⑩
吉
田
中
学
校
職
業
家
庭
科
特
別
教

　
堅
新
．
築
請
願
の
件
。

以
上
の
と
お
り
で
、
梅
雨
季
で
も
あ

り
、
う
っ
と
お
し
く
、
議
場
は
蒸
さ

れ
る
よ
う
で
あ
ρ
た
が
、
午
前
十
時

，
よ
り
午
後
四
時
半
ま
で
熱
心
に
審
議

が
行
わ
れ
た
。

　
先
す
高
山
第
五
を
高
田
町
三
丁
目

南
と
す
る
に
つ
い
て
は
、
高
田
町
南

三
丁
目
と
修
正
可
決
し
た
。
引
続
い

て
衛
生
モ
デ
ル
地
区
四
日
町
新
田
地

区
側
溝
改
修
と
高
校
前
排
水
施
設
、

道
路
整
備
請
願
は
、
環
境
衛
生
行
政

上
必
要
と
認
め
採
択
さ
れ
た
。
次
に

水
道
使
用
条
例
が
上
呈
壱
れ
、
審
議

の
結
果
当
市
初
め
て
の
大
事
業
で
も

あ
り
、
使
用
料
等
充
分
検
討
の
余
地

が
あ
る
の
で
、
財
政
委
会
員
に
総
務

付
託
継
続
審
議
と
な
っ
た
。

　
追
加
更
正
予
算
は
災
害
土
木
費
、

新
市
建
設
促
進
道
路
整
備
費
等
を
主

と
す
る
総
額
千
四
百
四
十
四
万
余
円

が
上
程
さ
れ
、
種
女
討
議
が
行
わ
れ

慎
重
に
審
議
が
進
め
ら
れ
、
原
案
通

り
司
決
を
み
た
。
そ
の
犬
要
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

市
役
所
費
三
五
〇
、
O
O
O
円
追
加

　
（
私
設
電
話
修
繕
費
五
〇
、
O
O

　
Q
円
及
び
市
内
連
絡
用
自
動
車
購

　
入
費
三
〇
〇
、
O
O
O
円
）

土
木
費
一
一
、
三
二
七
、
O
O
O
円

　
追
加
（
災
害
土
木
費
及
び
新
市
建

　
道
路
維
持
費
七
八
O
、
O
O
O
円

　
道
路
新
設
、
改
良
費
川
原
町
北
原

　
線
、
高
場
軽
沢
線
、
十
日
町
高
山

　
線
等
七
、
一
三
七
、
O
C
O
円
、

　
橋
架
新
設
改
良
費
道
沢
橋
架
替
四

　
〇
〇
、
O
O
O
円
、
災
害
復
旧
費

　
二
、
六
四
四
、
O
O
O
円
、
下
大

　
井
田
川
復
旧
費
二
六
六
、
O
O
O

　
円
）

教
育
費
一
、
二
一
七
、
0
0
0
円
逼

　
加
（
男
害
に
よ
る
小
中
学
校
修
繕

　
費
で
小
学
校
営
繕
費
は
中
条
、
真

　
田
、
名
ヵ
山
、
東
下
組
、
吉
田
各

　
小
学
校
、
鐙
島
小
学
校
屋
内
体
操

　
場
等
「
二
七
、
O
O
O
円
、

　
中
学
校
営
繕
費
中
条
中
学
校
一
〇

〇
、
8
0
円
）
　
　
　
一

㎜
社
会
労
働
施
設
費
八
五
〇
、
一
〇
〇

　
円
追
加
（
濤
掃
人
夫
が
失
業
対
策

　
費
国
庫
補
助
の
対
象
と
な
り
、
保

　
健
衛
生
費
よ
り
振
替
、
緊
急
失
業

　
対
策
事
藁
費
八
五
〇
、
一
〇
〇
円
）

保
健
衛
生
費
二
八
三
、
四
〇
〇
円
減

　
　
（
清
掃
八
夫
賃
を
前
記
失
業
対
策

　
費
へ
振
替
の
た
め
更
正
減
）

設
促
進
道
路
整
備
事
業
費
等
で
、
｝
産
業
経
済
費
九
八
三
、
七
五
〇
円
追

農
業
土
木
雪
害
に

　
　
　
　
　
市
補
助
九
十
八
万
圓

畿
難
鱗
耀
器
難
脈
繋
釧
銑

に
達
し
ま
し
た
．
こ
の
内
国
の
災
饗
の
豪
塞
轟
り
出
す
こ
と
に

復
旧
翻
対
象
に
霧
し
て
査
彊
奮
ま
し
た
奮
、
暑
籍
讐

通
っ
た
鉢
の
溜
池
災
害
三
百
四
十
七
｝
相
談
し
て
、
も
れ
な
く
報
告
し
て
下

纏
難
議
難
訴
繰
醐
鰭
鶴
騒

り
ま
す
の
で
、
今
回
市
費
を
九
十
八
り
ま
す
。
但
し
あ
ま
り
小
さ
な
災
害

万
三
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。
市
で
・
は
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

加
（
豪
雪
災
害
に
よ
り
履
業
土
木

費
の
追
加
）

　
計
　
一
四
、
四
四
四
、
四
五
〇
円

以
上
の
財
源
と
し
て
歳
入
に
お
け
る

追
加
予
算
は
、

市
税
九
五
二
、
二
、
五
〇
円
追
加
（
市

　
田
村
民
税
法
人
分
、
入
場
税
の
目

的
税
振
替
）

地
方
交
付
税
二
、
五
〇
〇
、
O
O
O

　
円
国
庫
麦
出
金
三
、
七
一
〇
、
七
〇
〇

円
（
災
害
土
木
費
、
失
業
対
策
費

　
新
市
建
設
促
進
市
道
整
備
費
の
補

助
）

県
麦
出
金
一
二
〇
、
O
O
O
円
（
災

　
害
農
業
土
木
費
、
補
助
）

寄
附
金
て
一
六
ス
五
〇
〇
円

　
（
土
木
費
地
元
寄
附
金
）

繰
越
金
、
二
、
O
O
O
、
O
O
O
円

　
　
（
前
年
度
剰
余
金
）

市
債
四
、
O
O
O
、
O
O
O
円
（
新

　
市
建
設
道
路
整
備
債
）

　
計
　
一
四
、
四
四
四
、
四
五
〇
円

　
吉
田
診
療
所
新
営
費
に
つ
い
て
は

現
任
の
南
北
ニ
ツ
の
建
物
は
、
非
常

に
古
く
維
持
修
繕
に
費
用
が
重
む
計

り
で
設
備
の
拡
充
整
備
も
困
難
で
あ

り
、
叉
医
師
の
隔
日
診
療
の
実
施
に

労
働
負
担
が
過
重
で
あ
っ
て
、
医
師

の
確
保
に
は
悪
条
件
で
あ
る
簿
の
こ

と
か
ら
・
国
保
会
計
か
ら
五
十
万
円

を
繰
入
れ
、
総
額
百
二
十
五
万
一
千

円
で
新
築
す
る
こ
と
に
原
案
通
り
可

決
さ
れ
た
。

　
市
教
育
委
員
会
委
員
任
命
に
つ
い

て
は
、
三
輪
教
育
委
員
の
辞
職
に
伴

一
部
雛
鞘
難
繕
馨

1、熊1
各
種
の
農
産
物

の
増
産
を
図
る
た

め
に
は
先
市
も
っ

て
耕
土
の
生
産
力

を
培
養
す
る
こ

と
、
即
ち
「
土
」
を

作
り
「
土
」
を
肥
や
す
こ
と
が
大
切

で
あ
り
ま
す
が
、
市
内
の
耕
土
の
実

情
を
見
る
と
自
然
的
反
は
人
為
的
の

諸
原
因
に
よ
っ
て
酸
性
土
じ
ょ
う
を

初
め
と
し
た
各
種
の
低
位
生
産
禾
良

耕
土
が
広
範
囲
に
渡
っ
て
分
布
し
今

後
更
に
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
が
た
め
農
業
生
産
力
は
著
し

く
阻
害
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら

不
良
耕
土
の
代
表
で
あ
る
酸
性
土
じ

よ
う
等
の
改
善
は
一
時
も
阜
く
実
鹿

す
べ
き
で
あ
る
。

　
昭
和
二
十
七
年
七
月
に
耕
土
培
養

法
が
制
定
さ
れ
こ
の
法
律
に
ょ
っ
て

事
業
を
実
施
す
る
に
は
概
要
次
の
条

件
と
方
法
に
よ
る
。

1
、
耕
土
培
養
地
域
の
指
定

「
土
」
を
作
つ
て

　
酸
性
土
じ
ょ
う
叉
は
鉄
分
の
不
足

　の

秋
落
水
田
地
帯
が
五
十
町
歩
以

上
あ
る
場
合

2
、
対
策
調
査

　■

の
指
定
を
受
け
た
場
合
市
町
村

　
長
の
求
め
に
よ
っ
て
県
は
そ
の
関

係
地
域
の
土
壊
に
つ
い
て
化
学

的
性
質
及
び
そ
の
不
艮
の
程
度
等

に
関
す
る
細
密
な
調
査
を
し
て
耕

土
、
培
養
の
実
施
の
要
否
即
ち
炭

カ
ル
（
畑
の
場
合
）
を
ど
れ
く
ら

い
入
れ
れ
ぽ
よ
い
か
と
い
う
処
方

．
箋
を
出
す
と
と
も
に
耕
土
培
養
の

一
大
壇
産

実
施
を
必
要
と
す
る
旨
を
指
示
す

る
。

3
、
耕
土
培
養
事
業
計
画

　
市
町
村
長
は
耕
土
培
養
の
実
施
を

必要と

す
る
旨
の
指
示
を
受
け
た

　
と
き
は
、
処
方
箋
に
基
す
い
て
事

業
の
計
画
を
定
め
て
鄭
事
の
承
認

を
受
け
る
。

4
、
嚢
塞
鵬
と
融
資

　
事
業
箋
施
に
つ
い
て
は
処
方
箋
通

　
り
の
資
材
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
の
で
、
こ
の
購
入
資
金
が
必

　
要
の
場
合
は
総
事
業
費
の
七
十
％

　
ま
で
国
で
融
資
出
来
る
こ
と
に
な

　
っ
て
お
り
、
融
資
の
方
法
は
無
利

　
子
で
二
ヵ
年
償
還
と
な
っ
て
い

　
る
。

5
、
嚢
の
効
果

　
昭
和
二
十
七
年
以
来
事
業
実
施
地

　
域
に
効
果
確
認
圃
場
を
設
け
て

　
調
査
し
て
お
り
、
酸
性
の
程
度
と

　
　
様

　
　
甲
模

，
鋼

　
　
議

　
　
市

　
　
　
し
　
り

　
　
時

　
　
雲

　
　
臨

作
物
に
よ
っ
て
夫
々
相
違
は
あ
る

が
最
底
で
も
百
二
十
％
、
最
高
は

二
百
％
以
上
の
収
鼠
の
増
加
塗
、
爪

し
て
い
る
。
市
内
の
昨
年
の
対
策

調
査
の
結
果
反
当
炭
カ
ル
平
均
必

要
量
は
川
治
地
区
百
五
十
六
貫
、

　吉田

南
部
地
区
百
八
十
四
貫
で
あ

　
っ
て
本
年
こ
れ
を
施
用
し
て
調
査

　
中
で
あ
る
が
、
生
育
の
状
況
は
見

　
た
だ
け
で
は
っ
き
り
わ
か
る
程
度

　
の
差
が
つ
い
て
い
る
。

以
上
が
大
要
で
あ
り
非
常
に
有
益
な

事
業
で
あ
る
の
で
進
ん
で
扇
業
の
実

施
を
な
し
、
生
産
の
増
加
を
図
る
よ

う
強
く
．
要
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

得
た
。

　
十
日
町
市
農
業
。
委
員
会
の
選
挙
に

よ
る
委
員
の
定
数
、
選
挙
区
の
設
置

及
び
選
挙
区
の
委
員
の
定
数
並
び
に

農
地
部
会
の
委
員
の
定
数
等
に
つ
い

て
は
左
の
通
り
決
っ
た
。

0
選
挙
に
よ
る
委
員
定
数
二
十
六
人

①
選
挙
区
は
小
謄
挙
区
制
と
し
、
定

　
数
は
第
一
選
挙
区
（
旧
十
日
町
、

　
川
治
、
六
箇
地
区
）
八
人
、
第
二

　
選
挙
区
（
旧
中
条
地
区
）
七
人
・

　
第
三
選
挙
区
（
旧
吉
田
地
区
）
六

　
人
、
第
四
選
挙
区
（
旧
下
条
地

戯
）
五
人
。

0
農
地
関
係
の
職
務
を
行
う
た
め
の

　
農
地
部
会
の
定
数
は
、
選
挙
に
よ

　
る
委
員
十
二
人
、
農
協
等
か
ら
選

　
出
さ
れ
た
委
員
二
名
、
学
識
経
験

一
者
選
出
委
員
二
名
、
計
士
ハ
人
と

　
し
た
・
．

　
吉
田
中
学
校
の
職
業
家
庭
特
別
教

窒
新
築
の
請
願
に
つ
い
て
は
校
舎
の

構
想
は
五
間
×
十
五
間
二
階
建
木
造

厄
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
市
当
局
と
し

て
も
既
定
の
計
圃
が
あ
り
、
若
干
の

差
異
が
あ
る
の
で
、
交
教
厚
生
委
員

会
に
付
託
、
継
続
審
議
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
．
た
。

当
面
の
問
題
を
持
ち
よ
り

　
　
　
　
19
市
農
林
課
長
会
議
開
催

　
七
月
十
日
、
十
一
日
両
日
県
下
十

九
市
の
農
林
水
産
課
長
会
議
が
本
市

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
研
究
討
議
の
焦
点
は
今
回
の
農
業

窃
員
会
法
の
一
部
改
正
に
と
も
な
い

恋
屏
市
に
お
い
て
一
市
一
委
員
会
統

㎜合と
な
る
関
係
上
他
市
に
あ
っ
て
は

当
面
の
間
題
で
も
あ
り
、
よ
り
よ
い

運
営
を
図
る
た
め
、
農
棊
委
員
会
の

設
置
と
運
営
の
状
況
に
つ
い
て

　
農
政
部
会
以
外
の
部
会
の
設
置
、

農
地
主
箏
の
設
置
状
況
、
委
員
会
と

一
他
の
農
業
団
体
と
の
関
連
と
協
力
、

醸
藍
推
進
震
会
と
の
関
連

性
、
委
員
報
酬
、
未
幽
、
蛎
連
絡
の
借

置
、
統
合
に
よ
る
下
部
組
織
、
部
落

補
助
員
の
設
置
、
執
行
機
関
と
の
権

皿
限
調
整
な
ど
研
究
が
行
な
わ
れ
た
。

｝　
反
現
県
政
の
農
榮
振
興
対
策
の
消

「極性
に
つ
い
て
討
議
ル
な
さ
れ
、
県

費
補
助
學
薬
の
発
展
促
進
を
図
る
た

殆
哲
住
民
登
録
実
態
調
査

住
民
登
録
が
正
し
く
登
録
さ
れ
て

お
る
か
ど
う
か
を
調
べ
、
今
後
の
利

便
と
適
．
正
且
つ
簡
索
化
を
図
り
定
め

ら
れ
た
期
間
内
に
届
出
が
か
な
ら
す

励
行
さ
れ
る
よ
う
、
併
せ
て
誤
り
が

あ
れ
ば
修
正
す
る
他
、
年
令
別
人
口

統
計
等
の
調
査
も
行
い
ま
す
。
こ
の

住
民
登
録
実
態
調
査
は
統
計
調
査
員

の
手
を
煩
し
て
七
月
二
十
九
日
よ
り

八
月
三
日
ま
で
の
間
に
、
各
家
庭
、

事
業
所
等
を
戸
別
訪
問
し
て
調
査
を

行
い
ま
す
。
何
卒
δ
協
力
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

養
老
院
へ
匿

名
寄
附

七
月
十
一
日
午
後
市
投
所
へ
こ
ら

葵
一
薦
の
方
が
「
藝
騒
人

一
女
に
卵
の

一
ツ
も
差
上
げ
て
下
さ

い
」
と
名
も
告
げ
ず
金
壱
千
円
を
封

筒
に
入
れ
て
立
去
っ
た
。

　
早
速
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
手
続

き
を
す
る
と
共
に
こ
の
奇
特
な
ご
寄

附
の
方
に
紙
上
を
も
っ
て
厚
く
お
礼

申
上
げ
る
次
第
で
す
。

め
と
り
わ
け

県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
の
予
算
確

保
が
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
各
市
の

市
単
独
．
事
業
の
状
況
、
新
農
山
漁
村

建
設
に
関
す
る
財
政
撞
咲
簿
士
ハ

件
全
く
身
近
な
諸
問
題
が
提
案
さ

れ
、
そ
勲
ぐ
情
報
の
交
換
、
意
見

の
発
表
な
ど
活
発
に
討
議
研
究
が
行

わ
れ
た
。

特
に
県
え
の
要
請
事
項
と
し
て

一
、
農
薬
改
良
普
及
事
務
所
の
区
域

　
　
今
一

　
煙
突
の
販
付
、
不
備
に
よ
る
火
災
の

原
因
が
多
い
の
で
、
そ
こ
で
次
の
点

に
洛
家
庭
で
注
意
し
て
み
て
下
さ

い
。
◎
煙
突
に
ス
ス
が
溜
っ
て
い
な
い
か

　
ど
う
か
。

！
ノ／

墾　　
　
　
声
醗
繋
鶴
齪
華
鰍
鞭
脚

　
　
　
　
の
難
効
器
馨
助
莚
齢
龍

る
よ
う
酉
す
が
、
正
式
な
測
量
を
望

み
ま
す
．

【
答
】
　
阜
速
建
築
係
現
地
を
調
査

い
た
し
ま
し
た
処
都
市
計
画
地
域
で

二
間
×
三
間
二
階
建
の
木
造
麹
築
が

無
届
石
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
の

み
な
ら
す
「
基
準
法
第
四
十
二
条
第

二
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
、
既
設
道

路
で
幅
員
四
麿
禾
澗
一
・
八
層
以
上

の
道
路
は
そ
の
中
心
線
か
ら
、
水
平

距
離
二
層
の
線
を
そ
の
道
路
の
境
界

線
と
み
な
す
」
と
あ
り
、
当
然
建
物

は
こ
の
規
則
に
違
反
し
て
、
現
在
の

道
路
を
、
境
界
線
と
み
な
し
て
建
て

ら
れ
て
お
り
且
軒
出
が
道
路
に
出
て

を
市
の
行
政
区
域
と
同
一

要
な
職
員
数
の
配
置
。

一
、
水
稲
採
種
ほ
の
哺
助
金
増
額
と

全
量
買
上
制
度
等
の
是
正

て
県
費
土
地
改
良
事
業
の
継
続
拡

大
等
の
三
点
が
決
定
さ
れ
、
八
月

二
日
新
潟
市
で
開
か
れ
る
市
畏
会

を
通
じ
て
県
に
強
く
、
要
請
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
直
接
農
林
産
業
行
政
に

土
台
が
引
込
ん
で
建
て
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も

建
築
な
さ
る
前
ご
相
談
に
こ
ら
れ
、

ば
別
の
計
画
を
樹
て
ら
れ
、
よ
い
建

築
が
な
さ
れ
違
反
も
な
く
附
近
の
交

通
保
全
の
た
め
に
も
、
防
止
出
来
た

わ
け
で
す
。
早
速
当
市
管
轄
の
建
築

主
事
に
連
絡
適
切
な
是
正
方
を
依
頼

致
し
ま
し
た
。
建
築
に
つ
い
て
は
再

三
「
市
政
だ
よ
り
」
で
も
お
相
談
申

上
げ
て
お
り
ま
す
。
種
々
の
法
規
に

関
係
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
建
築

な
さ
れ
る
方
は
建
築
前
に
手
続
並
び

に
設
計
を
ご
相
談
に
こ
ら
れ
ま
す
こ

と
を
希
望
致
し
ま
す
。

ー
a
餐
“
葦
頓
観
ζ
も
イ
蟻
君
仔
桑
動
ぎ
、
1

　
　
　
　
　
　
　
と
し
必
タ
ッ
チ
す
る
者
の
連
絡
機
関
ど
し
て

慮
煙
突
に
注
意
”

　
根
へ
出
て
い
る
場
合
は
、
天
井
か

　
ら
屋
根
う
ら
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

　
し
て
あ
る
か
ど
う
か
。

◎
煙
突
の
口
が
建
物
の
窓
と
か
開
口

　
部
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
の
間
三
米

　
以
上
離
れ
、
叉
屋
根
と
六
〇
移
以
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司
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◎
覆
奎
か
ら
は
嘉
以
塵
上
離
れ
て
い
る
か
考
か
．

　
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。
　
　
　
　
｝
◎
釜
土
は
壁
か
ら
四
五
移
以
上
離
れ

◎
煙
突
の
出
口
が
屋
根
や
ヒ
サ
シ
よ
　
て
い
る
か
ど
う
か
。

　
り
六
〇
移
以
上
畏
く
出
し
て
い
る
◎
右
の
煙
突
の
取
付
け
方
法
を
よ
く

　
か
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
覧
に
な
っ
て
、
悪
い
と
こ
ろ
が

◎
箋
の
告
は
メ
ガ
ネ
叢
竃
竜
奮
景
修
し
て
下
さ
い
．

諸
問
題
を
持
ち
ょ
り
情
報
の
交
換
、

行
政
の
推
進
、
事
業
指
導
の
研
究
、

行
政
溢
路
の

打
開
策
等
に
つ
い
て
研

究
討
議
が
な
さ
れ
、
行
政
に
反
映
す

べ
く
会
議
が
持
た
れ
て
い
る
。

選
挙
ポ
ス
タ

ー
の
後
仕
末

　
す
で
に
済
ん
で
し
ま
っ
た
選
挙
の

ポ
ス
タ
ー
が
街
の
あ
ち
こ
ち
に
、
取

り
残
さ
れ
て
い
る
の
ば
何
と
い
っ
て

も
見
苦
し
い
も
の
の
一
つ
歪
す
。
そ

の
候
補
の
人
と
な
り
が
批
判
さ
れ
ま

す
。
　
ボ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た
り
取
っ
た
り

す
る
の
は
勿
論
運
動
員
の
仕
事
に
違

い
な
い
の
で
し
よ
う
が
、
立
つ
鳥
跡

を
濁
さ
ず
の
た
と
え
も
あ
る
よ
う

に
、
そ
の
気
持
を
運
動
員
に
ま
で
徹

底
さ
せ
て
貰
い
、
締
麗
な
街
に
し
た

い
も
の
で
す
。

　
七
月
十
六
日
の
農
業
委
員
選
挙
を

前
に
、
街
に
沢
山
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼

り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今月の納視

固定資痙税
　　（第二期）
　納期限7月3量日
躍進十日町
　　　後押す市民

　
ど
う
か
選
挙
後
は
始
末
さ
れ
る
よ

う
老
婆
心
な
が
ら
望
む
次
第
で
．
す
．

中
一
兀
特
別
保

証
融
資

商工だより

一
、
融
資
総
額

　
　
　
一
億
五
千
万
円

一
一
、
販
扱
金
融
機
関

　
県
内
の
銀
行
、
相
互

　銀行、

信
用
金
庫
、

　
信
用
組
合
、
商
工
中

　
金
、
国
民
金
融
公
庫
各
本
、
麦
店

三
、
貸
付
対
象

　
県
内
の
中
小
企
業
者
（
但
し
、
遊

　
　
興
、
娯
楽
そ
の
飽
不
急
不
要
の

　
　
業
者
を
除
く
）

四
、
資
金
使
途

　
中
元
決
済
運
転
資
金

五
、
貸
付
条
件

　
0
貸
付
金
融
醜
一
企
業
者
五
十
万

　
　
円
以
内
（
但
し
商
工
中
金
は
二

　
　
百
万
円
以
内
）

　
②
期
間
H
三
ヵ
月
以
内
（
但
し
特

　
　
別
の
事
情
あ
る
と
き
は
六
ヵ
月

　
　
以
内
）

　
③
利
率
照
各
金
融
機
関
の
貸
付
利

　
　
率
に
ょ
る
。

　
④
保
証
人
盟
一
名
以
上
（
但
し
協

　
　
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
二

　
　
名
以
上
を
要
し
、
担
保
差
入
の

　
　
場
合
は
保
証
人
を
省
略
す
る
こ

　
　
と
が
で
き
る
）

　
⑤
保
証
“
新
潟
県
信
用
保
証
協
会

山
ハ
、
実
施
期
間

　
自
　
昭
和
三
十
二
年
六
月
二
十
日

　
至
昭
和
三
十
二
年
八
月
十
五
日

　
　
尚
不
明
の
点
は
市
役
所
経
済
課

　
　
商
工
係
に
お
間
合
せ
下
さ
い
。

電
気
と
原
子
力
利

用
博
覧
ム
云

一
、
会
場
高
田
市

一
、
入
場
料
前
売
券
七
〇
円
（
十

　
日
町
市
役
所
経
済
課
窓
口
に
て
発

　
売
）

一
、
十
日
町
か
ら
も
織
物
を
始
め
数

　
多
く
の
出
品
物
が
展
覧
さ
れ
る
。

七月着工
土木工事

◎
道
路

　
学
校
町
線
改
良
　
　
　
一
五
〇
米

　
災
害
道
路
補
修
　
　
　
　
七
ヵ
所

◎
橋
架

一
十
日
町
小
学
校
前
永
久
橋
　
架
替

一20一
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今
年
も
豊
作
’
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こ
れ
か
ら
の
管
理
が
左
右

　
七
月
1
も
皐
や
中
ば
、
こ
れ
か
ら
八
月
に
か
け
て
が
稲
作
管
理

の
「
ヤ
マ
」
と
な
る
頃
で
は
な
か
ろ
う
か
？
と
冒
う
の
は
大
部
分
の

稲
が
七
月
の
半
ば
か
ら
月
末
に
か
け
て
、
腹
（
茎
）
に
子
供
（
穂
の

モ
ト
）
を
持
つ
時
期
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
時
期
は
稲
の
品
種
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
が
、
大
体
が
穂
の
出
る
二
十
五
日
前
頃
と
考
え
れ
ば
よ

い
、
こ
の
腹
の
中
の
子
供
を
大
き
く
丈
夫
に
育
て
＼
立
派
な
子
供

（
穂
）
が
生
れ
る
様
今
か
ら
管
理
に
細
心
の
処
置
を
考
え
て
み
ま
し

よ
う
。

中
干
し
は
時
期
が
か
ん
じ
ん

　
穂
の
出
る
二
十
五
日
か
ら
三
十
日

前
が
適
期
で
、
こ
の
頃
水
を
干
す
と

空
気
が
土
の
中
え
入
り
根
を
丈
夫
に

し
、
穂
を
大
き
く
す
る
（
無
効
分
ケ

ツ
が
少
く
な
る
）
効
果
が
あ
る
。
然

し
腹
に
子
を
持
っ
時
期
（
出
穂
二
十

五
日
）
に
な
っ
て
か
ら
干
す
こ
と

は
、
か
え
っ
て
害
が
あ
る
か
ら
早
生

は
早
く
、
晩
生
は
晩
く
な
る
の
が
当

然
で
す
。
昔
か
ら
土
用
午
と
い
っ
て

土
用
に
干
せ
ば
よ
い
、
と
、
言
っ
た
考

え
は
間
違
っ
て
い
て
、
品
種
で
み
ん

な
そ
の
時
期
が
違
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
女
こ
の
中
干
し
の
特
に
必
要
な

水
田
は
、
水
は
け
の
悪
い
理
由
や
毎

年
根
ぐ
さ
れ
を
起
し
て
秋
落
ち
す
る

所
程
効
果
が
大
き
い
。
乾
田
で
も
．
干

す
と
土
が
固
っ
て
、
そ
の
後
ヒ
エ
抜

き
や
薬
ま
き
に
水
田
え
入
っ
て
も
根

を
傷
め
る
事
が
少
い
。

止
茸
は
早
く
切
り
上
げ
よ
う

　
昔
は
稲
の
花
を
か
ぶ
っ
て
田
の
草

を
と
っ
た
そ
う
だ
が
・
今
時
は
そ
ん

、
題
鞠
聰
亀
隔
亀
亀
鷹
竃
臨
題
き
ー
睡
襲
隔
睡
ー
亀
馳
葛
醜
ー
駝
巴
隔
亀

　
水
は
我
女
人
間
生
活
に
欠
く
事
の

出
来
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
万
人

の
知
る
と
乙
ろ
で
あ
り
ま
す
。
又
水

は
円
万
の
器
に
従
う
従
順
な
性
質
の

持
主
で
あ
り
ま
す
。
然
し
一
た
び
怒

れ
ば
嚢
附
と
な
り
洪
水
と
な
っ
て
人

間
生
活
を
お
び
や
か
し
尊
い
人
命
を

も
奪
う
ド
ウ
モ
ウ
さ
も
合
せ
持
っ
て

い
ま
す
。
叉
水
は
何
ん
で
も
溶
す
性

質
が
あ
り
ま
す
。
天
然
水
に
は
色
女

雑
多
の
物
質
を
溶
し
持
う
て
お
り
ま

す
。
例
え
ば
岩
石
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
鉄
、
銅
等
の
鉱
物
や
叉
植
物
の

よ
う
な
有
機
物
を
含
ん
で
お
り
、
叉

有
害
な
病
．
源
菌
を
も
棲
息
さ
し
て
お

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
只
見
た

な
人
は
な
い
が
、
ま
だ
遅
い
人
も
大

分
あ
る
。
止
草
が
遅
い
と
何
故
、
悪
い

か
？
や
は
り
腹
の
子
に
障
る
か
ら

だ
。
遅
く
な
っ
て
田
に
入
る
と
根
が

切
れ
る
。
そ
う
す
る
と
大
事
な
穂
を

作
る
養
分
の
吸
い
方
が
少
く
な
っ

て
穂
が
小
さ
く
な
る
の
は
ア
タ
リ
マ

エ
享
．
で
は
い
つ
頃
ま
で
が
退

か
と
い
う
と
、
こ
れ
亦
出
穂
二
十
五

日
前
が
ギ
リ
く
の
限
度
と
い
う
こ

と
で
す
。

水
中
二
四
D
は
葉
喜
が
多
い

　
最
近
は
二
四
D
と
い
う
除
草
剤
が

大
分
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
同

じ
く
二
十
五
日
前
頃
ま
で
に
使
う
事

が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
最
近
、
水
が

驚
て
も
効
く
蛮
西
D
が
墾

皿
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

［
こ
の
薬
は
残
効
性
が
強
い
の
で
薬
害

離
雛
難
灘

藩
二
四
D
垂
口
が
毒
で
、
－

一
か
ら
出
来
る
だ
け
水
中
は
使
わ
ぬ

　
一
方
が
よ
く
、
止
む
を
得
す
使
う
場
合

だ
か
ら
と
云
つ
て
も
衛
生
的
で
良
い

水
と
は
云
へ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
か
よ
う
な
水
を
科
学
の
力
で
飲

み
水
と
し
て
良
質
で
衛
生
的
で
思
う

と
き
に
必
要
な
量
を
便
う
事
が
出
来

る
仕
組
を
水
道
と
い
っ
て
よ
い
で
し

ょ
う
。

は
①
専
門
の
撤
布
器
を
使
う
こ
と
②

稲
に
か
け
な
い
様
噴
口
を
田
面
ス
レ

く
で
ま
く
こ
と
0
風
の
な
い
と
き

ま
く
こ
と
④
薬
を
溶
か
す
入
れ
も
の

は
使
っ
た
あ
と
は
充
分
洗
う
こ
と

（
水
一
斗
に
木
灰
百
六
十
匁
の
割
に

溶
か
し
た
も
の
を
一
晩
充
満
し
て
翌

日
す
て
る
）

穂
肥
は
葉
の
色
、
硬
さ
見
て

　
穂
肥
と
い
っ
て
特
別
変
っ
た
肥
料

を
や
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

も
稲
の
腹
の
子
を
大
き
く
育
て
る
た

め
に
チ
ツ
ソ
を
少
し
や
る
こ
と
で
、

こ
の
時
期
も
出
穂
二
十
五
日
頃
前
で

す
が
、
然
し
穂
肥
だ
か
ら
だ
と
い
っ

て
稲
が
濃
緑
色
に
ホ
ケ
て
い
る
の
に

や
っ
た
ん
で
は
チ
ッ
ソ
過
多
で
、
イ

モ
チ
に
や
ら
れ
る
か
ノ
メ
ル
か
に
な

っ
て
し
ま
う
。
穂
肥
の
時
期
に
な
っ

た
ら
自
分
の
田
圃
を
廻
っ
て
、
葉
の

色
、
葉
の
硬
さ
、
茎
の
数
（
分
ケ

ッ
）
な
ど
を
見
て
、
葉
の
色
が
薄

く
、
硬
く
、
分
ケ
ッ
は
坪
当
り
千
二

百
本
前
後
で
止
っ
て
い
る
稲
な
ら

ば
、
反
当
り
硫
安
換
算
で
三
貫
位
や

っ
て
も
よ
い
、
そ
う
で
な
い
と
き
は

控
え
目
と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
、

ま
あ
こ
の
辺
の
稲
だ
と
反
当
一
ー
二

貫
位
が
標
準
の
穂
肥
の
量
で
は
な
か

ろ
う
か
．

出
穂
期
の
予
想
は
昨
年
並

　
今
年
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
畑
苗

代
な
ど
の
早
植
の
稲
が
大
分
あ
る
の

で
、
特
に
穂
肥
を
必
要
と
す
る
場
合

が
多
い
の
で
、
注
意
し
て
や
っ
て
欲

し
い
。
最
後
に
今
ま
で
述
べ
た
、
管

理
の
基
準
が
大
部
分
出
穂
二
十
五
日

前
頃
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
最
一
生
で
、
約
一
日
遅
れ
て
い
る
。
然
し

初
に
述
べ
藩
稲
の
輩
の
方
嘱
馨
愛
の
髪
、
輩
よ

艦
構
麟
遡
罐
駈
噂
盤
解
賊
鰹
恥
講
鵜
獅
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

マ
」
と
も
云
う
時
期
で
す
が
、
果
し
．
の
予
想
は
概
ね
昨
年
並
と
見
て
よ
か

て
今
年
の
天
候
か
ら
或
い
は
稲
の
生
ろ
う
。
勿
論
こ
れ
か
ら
の
天
候
に
支

育
状
態
か
ら
見
て
大
体
何
時
か
？
と
配
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
気
象
台
の

云
う
こ
と
だ
か
、
稲
の
生
育
か
ら
羅
繋
患
定
し
て
も
、
大
し
隆

蒜
羅
舞
鍵
塑
い
議
鶴
蠕
ま
鵬
所
）

赤
倉
の
民
俗

文
化
財
総
合
調
査
か
ら

　
県
内
各
方
面
か
ら
大
き
な
関
心
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
郡
市
交
化
財
総
合

調
査
（
前
期
）
は
、
去
る
六
月
十
七

日
か
ら
二
十
三
日
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
た
。
考
古
、
民
俗
、
地
質
各
班
と

も
予
期
以
上
の
成
果
が
あ
り
、
関
係

者
は
そ
の
と
り
ま
と
め
に
懸
命
で
あ

る
。

　
後
期
調
査
（
十
月
に
行
わ
れ
る
）

の
結
果
と
共
に
、
報
告
資
料
が
刊
行

霜
る
が
・
今
翌
目
さ
れ
た
も
の

を
一
部
紹
介
す
る
。

　
市
内
に
お
け
る
民
俗
学
調
査
は
、

主
と
し
て
赤
倉
（
十
日
町
地
区
）
で

行
わ
れ
た
。
古
い
由
来
を
も
っ
て
い

る
部
落
で
あ
る
の
で
、
数
多
い
収
獲

が
あ
っ
た
。

　
ナ
イ
チ
ン
ジ
ュ
（
内
鎮
守
）

　
赤
倉
で
は
、
部
落
の
鎮
守
と
し
て

十
二
社
を
祭
っ
て
あ
る
が
、
別
に
各

戸
で
自
分
の
家
の
守
神
を
も
っ
て
・
い

る
。
祭
神
は
神
明
様
、
大
峰
様
、
天

王
様
、
猿
田
彦
、
地
蔵
、
金
比
、
羅
等

で
、
宅
地
内
や
近
く
の
山
に
ま
つ
ら
一

れ
、
石
や
小
さ
な
ホ
コ
ラ
が
た
て
ら

れ
て
い
る
。
養
蚕
の
神
様
と
し
て
、

イ
ナ
リ
様
を
祭
う
て
お
く
家
も
多
く

中
に
は
地
く
す
れ
を
よ
け
る
た
め
に

天
龍
様
を
勧
請
し
て
来
て
い
る
も
の

も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
庭
野
五
良
‘

一
七
氏
諄
、
箸
る
瓦
つ
く
り

一
の
八
幡
横
が
あ
り
、
マ
キ
の
守
神
と

じ

［
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
一
般
に
ぱ
ヤ
シ
キ
ガ

ミ
（
屋
敷
神
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
で
、
も
と
取
家
を
中
心
と
し
た
同

族
協
同
体
が
、
祭
を
共
に
し
て
い
た

形
を
残
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ

i
廟
鞠
亀
ー
賊
鴇

澄
添
非
常
に
ょ
い

二
、
濁
度
O
度
息
気
不
感
で
清

澄
で
非
常
に
よ
い

三
、
．
P
H
　
六
・
一
二
　
微
酸
…
性
で
中

性
に
近
く
良

四
、
ア
ン
モ
ニ
ヤ
婆
繋
不
検
出
で

　
可

水
道
の
水
質
と
水
量

目
や
感
じ
で
澄
ん
で
冷
い
奇
麗
な
水
一

　
処
で
十
日
町
市
水
道
の
水
質
は
昭

和
三
十
一
年
の
一
月
に
現
在
の
水
源

井
の
試
験
井
で
試
験
し
た
、
東
京
衛

生
研
究
所
の
成
績
表
か
ら
重
な
事
に

つ
い
て
し
ら
べ
て
見
ま
す
と
次
の
様

で
あ
り
ま
す
。

、
色
度
O
度
息
気
不
感
で
清

五
、
亜
硝
酸
性
窒
累
　
不
検
出
で
可

六
、
塩
索
イ
オ
ン
　
一
一
P
P
M
で

　
可
七
、
硬
度
三
・
五
度
で
軟
氷

八
、
鉄
O
・
O
八
で
司

九
、
水
温
十
度
で
冷
い

十
、
一
般
細
菌
数
一
九
六

　
生
物
無
で
細
菌
数
が
少
し
多
い
が

　
塩
素
消
毒
す
る
の
で
可

以
上
の
よ
う
な
成
総
で
あ
り
ま
す
の

で
良
い
水
と
云
う
事
が
出
来
ま
す
。

水
量
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
十
日

町
の
今
ま
で
の
人
口
増
加
率
か
ら
判

断
し
て
二
十
年
先
ま
廷
見
越
し
て
一

日
四
千
立
方
米
（
一
一
万
二
千
石
）
を

必
要
と
し
て
ま
す
が
現
任
工
串
中
の

水
．
源
か
ら
一
日
に
換
算
し
て
一
万
立

方
米
以
上
の
水
が
湧
出
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
機
藁
其
の
他
の
工
業

の
発
展
に
伴
う
工
業
用
水
の
需
要
に

も
応
ぜ
ら
れ
る
わ
け
で
十
日
町
市
と

し
て
明
る
い
将
来
が
あ
り
ま
す
。

水
道
が
出
来
ま
す
と
各
家
庭
へ
の
給

汚
水
性
水
の
他
一
方
不
時
の
火
災
の
場
合
の

消
火
用
水
は
殊
に
冬
の
降
、
雪
時
に
は

重
、
嬰
で
あ
る
事
は
見
逃
せ
な
い
大
切

な
事
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
智
さ
ん
も
水
汲
み
ポ
ン
プ

の
労
働
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
電
気
と
共
に
交
化
牛
活
が
出
来

る
わ
け
で
何
ん
と
い
っ
て
も
嬉
し
い

事
で
あ
り
ま
す
。

　
水
源
の
井
戸
工
事
も
着
女
と
進
ん

で
お
り
間
も
な
く
完
成
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
ボ
ン
プ
設
備

や
送
水
管
、
配
水
池
を
作
り
配
水
管

の
一
部
も
秋
ま
で
に
終
り
一
部
の
市

民
の
方
に
水
道
の
水
を
飲
ん
で
頂
き

た
く
、
水
道
課
と
し
て
も
最
大
の
努

力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
　
（
水
道
課
技
師
藤
田
尚
彦
）

の
後
家
意
識
が
強
く
な
っ
て
・
個
女

の
家
が
村
落
生
活
の
表
面
に
あ
ら
わ

れ
て
来
、
各
戸
ご
と
に
屋
敷
神
を
設

け
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

　
シ
ユ
ウ
ゲ
ン
（
祝
言
）

　
今
日
で
は
、
新
生
活
運
動
の
声
が

高
く
な
っ
た
り
、
時
代
的
な
変
化
も

一
あ
っ
て
、
結
．
婚
式
も
非
常
に
簡
単
に

な
っ
た
が
、
昔
は
な
か
く
、
豪
勢
な

も
の
で
あ
っ
た
。

　
嫁
が
出
た
あ
と
で
、
実
家
の
人
た

ち
は
塩
水
を
ま
い
て
清
め
る
。

チ
カ
ム
カ
エ
（
近
迎
え
）
で
、

一
杯
呑
ん
だ
ら
、
若
い
衆
は
嫁
に
雪

な
ど
を
ぷ
つ
け
る
。
婚
家
先
の
玄
関
■

を
入
る
と
、
嫁
は
履
物
の
緒
を
切
っ

て
、
里
へ
逃
げ
帰
れ
ぬ
よ
う
に
し
て

し
ま
う
ー
等
々
、
お
嫁
さ
ん
は
、

嫁
入
り
時
か
ら
す
で
に
苦
難
の
道
を
．

歩
か
蒼
て
い
た
．
　
一

　
フ
ル
マ
イ
（
振
舞
）
も
犬
変
派

　
二
日
目
朝
　
老
人
た
ち

　
　
タ
チ
ハ
（
立
飯
）
　
亭
主
た
ち

　
三
日
目
　
ゴ
タ
イ
ギ
ブ
ル
マ
イ

　
四
日
目
大
ゴ
タ
イ
ギ

等
と
連
日
宴
会
が
続
く
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
豪
勢
に
行
わ

れ
る
祝
言
で
も
、
当
の
婿
さ
ん
に
は

何
の
仕
事
も
な
い
。

　
調
査
に
当
ら
れ
た
桜
井
先
生
は
、

「
嫁
中
心
の
結
婚
式
は
そ
れ
ほ
ど
珍

し
く
も
な
い
が
・
此
の
辺
ほ
ど
婿
に

用
が
な
い
形
式
は
他
に
聞
か
な
い
。

婿
入
り
婚
（
婿
自
身
が
嫁
の
中
へ
貰

い
に
行
く
）
の
残
習
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
言
っ
て
い
た
か
、
ご
の

点
に
つ
い
て
今
後
の
課
題
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
嫁
の
セ
ン
タ
ク
泊
り
、

カ
ワ
フ
サ
ギ
ツ
イ
タ
チ
（
川
塞
ぎ
朔

つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
更
に

研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
点

が
残
っ
て
お
り
、
ま
た
部
落
㎜

構
造
と
牛
産
構
造
の
関
係
な

査
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
　
、
猫
翻

手
静
墾
婦
乞

日
）
コ
ト
様
、
青
輩
市
等
に
　
　
　
叡

ど
も
、
今
後
別
居
面
か
ら
調
　
蒙
　
“

一
刻
も
早
く
入
院

　
　
　
伝
染
病
に
か
＼
つ
た
ら

　
夏
は
い
ろ
く
の
伝
染
病
の
活
躍

す
る
時
期
で
す
。
特
に
増
え
る
の
は

消
化
器
系
統
の
セ
キ
リ
、
エ
キ
リ
、

腸
チ
フ
ス
な
ど
で
す
。

　
い
か
に
防
疫
陣
が
消
毒
に
努
め
て

も
、
又
充
分
の
予
防
対
策
を
し
た
に

も
か
、
わ
ら
す
、
ま
だ
そ
の
発
生
を

見
て
お
る
の
が
現
状
で
す
。

　
一
寸
の
油
断
に
つ
け
込
ん
歪
病
．
源

菌
は
活
躍
し
ま
す
。
万
一
罹
病
し
た

と
き
は
、
一
刻
も
早
く
伝
染
病
院
に

入
院
す
る
こ
と
で
す
。

　
昔
は
よ
く
、
医
師
に
伝
染
病
と
診

断
さ
れ
る
こ
と
が
堺
聞
が
わ
る
い
と

い
つ
て
、
こ
っ
そ
り
家
庭
療
養
す
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
・
こ
れ
は
危

箔欝灘

．
♂
、

～
x
W

娩
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
難
　
　
　
灘

　
’
，
．
　
誇
螺

．
．
難
藝
講
ー
購

溜
　
は
　
落
民
と

撫
　
　
　
　
　
話
し
合
う
調
査
団

　
　
　
　
　
㊨
は
各
戸
に
祭
ら
れ
た
内
鎮

　
　
　
　
パ
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X
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6
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、

夏
休
み
前
の
よ
い
子
へ

　
楽
し
い
夏
休
み
も
だ
ん
く
近
す

い
て
来
ま
し
た
。
夏
休
み
は
海
水
浴

に
、
山
登
り
に
、
丈
夫
な
体
を
つ
く

る
よ
い
時
季
で
す
。
体
は
き
た
え
れ

ば
、
き
た
え
る
ほ
ど
丈
夫
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
こ
の
き
た
え
る
の
に
も

自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
限
度
が
あ
り
ま

す
。
も
し
こ
の
限
度
を
こ
え
て
毎
日

疲
労
が
重
な
っ
て
き
ま
す
と
、
体
を

き
た
え
る
た
め
の
運
動
が
か
え
っ
て

逆
に
な
り
、
不
健
康
に
な
る
も
と
と

な
り
ま
す
。

と
く
に
気
を
つ
け
て
暫
い
た
い
こ

と
は
、
健
康
診
断
の
時
に
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
が
は
じ
め
て
陽
性
に
な
っ
た
子

と
、
要
注
意
、
要
休
要
と
い
わ
れ
る
子

で
す
。
ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
．
反
応
が
は
じ

め
て
陽
性
に
な
っ
た
子
は
、
丁
度
結

核
菌
が
体
内
に
入
っ
た
ば
か
り
で
す

か
ら
、
こ
の
と
き
は
体
の
抵
抗
力
が

十
分
に
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も

し
こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
運
動
を
し

険
こ
の
上
な
い
こ
と
で
す
。
社
会
の

た
め
速
か
に
入
院
す
る
こ
と
こ
そ
、

本
当
の
外
聞
を
重
す
る
こ
と
で
し

よ
う
。
ま
た
経
済
的
に
恵
ま
れ
て

な
い
方
は
、
費
用
の
心
配
等
も
考
え

て
入
院
を
遅
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
法
定
伝
染
病
は
強

制
隔
離
で
あ
り
、
患
者
の
世
帯
か
ら

は
食
費
や
治
療
や
薬
価
の
費
用
は
一

銭
も
負
担
し
な
い
で
よ
い
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

他
人
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
互

に
注
意
し
、
万
一
家
庭
に
罹
病
者
が

出
た
ら
チ
ュ
ウ
チ
ョ
し
な
い
で
一
刻

も
阜
く
入
院
さ
せ
る
よ
う
δ
留
意
ド

さ
い
。

　
予
防
に
つ
い
て
は
「
市
政
だ
よ

り
」
前
月
第
9
号
に
掲
載
い
た
し
て

お
り
ま
す
、
今
一
度
読
ん
で
な
お
一

層
の
注
意
を
払
い
、
明
る
い
家
庭
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

”
縣
民
蓮
動
”

　
　
　
　
肢
体
不
自
由
児
施

　
　
　
　
設
に
ご
協
力
を

県
で
は
こ
の
計
画
は
一
万
坪
の
敷
地

を
も
ち
建
坪
九
百
十
九
輝
の
鉄
筋
プ

ロ
ッ
ク
建
ど
し
、
工
費
総
額
六
千
五

首
万
円
を
も
っ
て
新
潟
市
に
設
置
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
す
で
に
県
内
に
於
け
る
各
学
校
、

各
種
団
体
、
職
場
に
特
別
寄
附
を
懇

請
串
上
げ
て
い
ま
す
が
、
何
し
ろ
多

額
の
資
金
を
あ
つ
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
是
非
市
民
の
皆
様
か
ら

暖
か
い
お
力
添
を
得
た
い
の
で
、
近

く
封
筒
募
金
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
折
は
事
情
お
汲
み
取
り
の

上
、
何
分
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
上

げ
ま
す
。
な
お
浄
財
の
お
取
次
ば
社

会
福
祉
事
務
所
で
販
扱
っ
て
お
り
ま

す
。

す
ぎ
た
り
、
遊
び
す
ぎ
た
り
し
て
・

疲
労
が
重
な
り
抵
抗
力
が
弱
っ
て
く

る
と
、
結
核
菌
が
体
の
中
で
活
躍
し

だ
し
て
、
発
病
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
要
注
意
と
い
わ
れ
た
子
も
同
様

夏
休
み
に
は
必
ず
気
を
つ
け
て
下
さ

い
。
楽
し
い
夏
休
み
を
よ
く
学
び
、

よ
く
遊
ぶ
た
め
に
も
健
康
診
断
を
受

け
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
そ
し

て
先
生
の
注
意
を
守
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。
そ
れ
か
ら
食
物
に
気
を
つ
層

け
た
り
、
食
事
前
に
手
を
洗
っ
た
り

す
る
よ
い
習
慣
も
忘
れ
な
い
よ
い
子

で
あ
る
よ
う
に
。

一
統
合
新
築

　
　
吉
田
診
療
所

　
吉
田
撫
区
に
は
南
部
と
北
部
の
南

方
に
診
療
所
が
あ
り
、
一
人
の
医
師

に
ょ
っ
て
隔
日
診
療
を
実
雁
し
て
来

・
た
が
、
医
師
の
労
働
負
担
が
過
重
と

一
箋
隻
両
方
の
藁
古
く

維
持
修
繕
に
多
額
の
費
用
が
掛
る
の

で
、
設
備
の
拡
充
整
備
が
な
か
く

困
難
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
び
北
鐙
坂
地
内
に
予
算
百

二
十
五
万
一
千
円
で
新
築
す
る
こ
と

に
市
議
会
で
議
決
さ
れ
た
。
七
月
一

日
に
工
事
請
負
入
札
を
行
い
、
吉
田

・
稲
葉
丸
山
工
務
所
が
こ
れ
を
建
築
す

㏄
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
着
工
は
七
月

一
七
日
、
竣
功
は
九
月
末
日
、
診
療
開

始
は
十
月
一
日
の
予
定
で
あ
る
。

建
物
の
構
造
木
造
平
屋
建

屋
根
セ
メ
ン
ト
瓦
葺

建
物
の
坪
数
建
坪
三
〇
坪
二
五

市
税
の
前
納
者
に
対
し
て
は
、

こ
の
報
奨
金
は
、
前
納
の
際
即

税
額
の
百
分
の
一
に
納
期
ま
で
の

時
変
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
の
方

得
数
（
一
カ
月
未
満
の
端
数
計
算

法
を
御
利
用
な
さ
る
こ
と
を
お
奨

は
十
四
日
以
ド
は
切
捨
て
十
五
日

め
い
た
し
ま
す
。

以
上
は
切
上
げ
一
月
と
計
算
す

た
と
え
咲
民
税
年
額
四
、
○

る
。
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
前
納

O
O
円
の
人
が
・
七
月
三
十
一
旦

報
奨
金
と
し
て
交
付
す
る
こ
と
に

に
第
二
期
分
よ
り
前
納
さ
れ
た
場

な
っ
て
お
り
ま
す
。

合
、
次
表
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

市
税
の
前
納
報
奨
金

し

，

翻
例
剖
綱
矧
劇
、
…
　
　
　
　
r
　
　
旨
　
l
　
　

働
翻
辮
の
の
一
繭
麹
離
爾
1
屡

一
期
藻
六
塁
＋
日

⊥
　
⊥
⊥

ヒ
ー
　
　
L
　
　
F
　
　
　

I
i
鵯
　
　
－
I
l
一
　
－
し
レ
　
　
5
　
　

t 既に
期
限

」
内
納
入
済

　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
l

重
、
異
塁
日

麹
亘
互
・
願
鯖

旨
－
　
　
一
l
　
l
　

　
ヒ

重
、
阜
県
百
一
一
、
婁
・
円
一
、
、
一
五
、
、
一
・
一

〃

墨
、
鳥
壁
日
一
一
、
旦
一
且
六
月
萱

〃

計

一
四
・
駒
　
－
一㎜
一
二
、
量
　
⊥
⊥
一
鎚

な
お
納
税
組
合
に
は
、
税
額
の

な
っ
て
い
な
い
人
は
、
町
内
又
は

百
分
の
四
の
補
助
金
を
交
付
い
た

部
落
内
の
組
合
畏
さ
ん
に
申
出
て

す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

加
入
な
さ
れ
る
こ
と
を
お
奨
め
い

で
、
未
だ
納
税
組
合
に
ご
加
入
に

た
し
ま
す
。

（
財
務
課
）

キ
ヤ
ン
プ
用

天
幕
の
貸
出

野
山
に
行
楽
を
求
め
る
シ
ー
ズ
ン

が
訪
れ
て
き
ま
し
た
。
市
教
育
委
員

会
で
は
キ
ャ
ン
プ
用
天
幕
を
ハ
刹
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
二
組
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
天
幕
の
借
用
を
希
望

す
る
方
は
借
用
計
画
を
串
込
書
に
記

入
し
て
社
会
教
育
課
に
お
申
込
下
さ

い
。
貸
与
は
社
会
教
育
関
係
団
体
、

貸
与
期
間
は
一
回
五
日
を
越
え
な
い

こ
と
。

使
用
者
は
販
扱
に
注
意
し
て
使
用
後

は
丁
寧
に
手
入
を
し
て
返
還
す
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

肢
体
障
害
者

巡
回
相
談

来
る
七
月
二
十
九
日
・
三
十
日
十

日
町
保
健
所
で
無
料
巡
回
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。
　
（
市
で
把
握
し
て
い
る

該
当
者
の
方
に
は
直
接
御
通
知
を
い

た
し
ま
す
。
）
ご
都
合
し
て
お
出
下

さ
い
。
な
お
先
般
期
日
が
変
更
さ
れ

ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
こ
と
を
お
詫

び
申
上
げ
ま
す
。
社
会
福
祉
事
務
所

人
事
異
動

去
る
五
月
二
十
二
日
の
教
育
委
員

会
で
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
、
同
日

発
令
さ
れ
た
。

▼
社
会
教
墓
員

　
　
　
小
笠
原
賢
治
（
飛
一
校
長
）

▼
中
条
地
区
公
民
舘
長

　
　
杉
本
春
三
郎
（
中
条
中
学
校
）

▼
飛
渡
地
区
公
民
舘
長

　
　
　
　
橋
本
清
一
郎
（
新
水
）

　
六
月
十
五
日
の
教
育
委
員
会
で
次

の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
。

▼
教
育
委
員
長
退
任
　
三
輪
孝
義

、
　
　
　
　
　
　
投
書
が
乙

編
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
で
、

（
蟹
ゼ
輯
苑
臓
ふ
部
　
お
答
え
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
げ
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
よ
り
市
政
に
関

す
る
も
の
で
建
設
的
な
ご
意
見
な
ど

の
投
書
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

宛
先
は
総
務
課
市
政
だ
よ
り
係
へ
住

所
、
氏
名
を
明
記
下
さ
い
。
紙
上
匿

名
は
自
由
、
紙
面
に
掲
載
で
き
な
い

．
分
は
直
接
回
答
を
送
り
ま
す
。
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